
　
稲
荷
山
は
、
西
尾
市
の
北
西
部
に

位
置
し
、
矢
作
川
に
近
い
丘
陵
地
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
央
部
に
あ
る
稲

荷
山
茶
園
公
園
か
ら
は
、
辺
り
一
面

に
広
が
る
茶
畑
を
見
渡
す
こ
と
が
で

き
、
お
茶
所
・
西
尾
を
象
徴
す
る
景

観
と
い
え
ま
す
。

　
今
年
も
八
十
八
夜
を
迎
え
た
５
月

２
日
に
、
稲
荷
山
茶
園
公
園
近
く
の

茶
畑
で
は
、
か
す
り
姿
の
摘
み
子
さ

ん
た
ち
に
よ
る
茶
摘
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
【
①
】。
昔
か
ら
「
八
十
八
夜

の
別
れ
霜
」
と
も
い
わ
れ
、
八
十
八

夜
は
春
か
ら
夏
へ
移
る
季
節
の
境
目

の
日
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月
上
旬

頃
か
ら
一
定
期
間
、
茶
畑
に
は
黒
い

覆
い
・
寒か

ん

冷れ
い

紗し
ゃ

が
掛
け
ら
れ
ま
す

【
②
】。
寒
冷
紗
を
掛
け
て
日
光
を
遮

断
す
る
こ
と
に
よ
り
、
薄
く
て
柔
ら

か
い
茶
葉
に
な
り
、
渋
み
成
分
の
タ

ン
ニ
ン
が
抑
え
ら
れ
、
う
ま
み
成
分

の
テ
ア
ニ
ン
が
増
す
そ
う
で
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
尾
と
茶
の
関
わ
り

は
古
く
、
１
２
７
１
（
文
永
８
）
年

に
建
て
ら
れ
た
実
相
寺【
③
】の
開
祖

・
聖し

ょ
う

一い
ち

国こ
く

師し

が
、
寺
の
境
内
に
茶
の

種
を
ま
い
た
の
が
西
尾
茶
の
起
源
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
８
７
２
（
明
治

５
）
年
に
は
、
紅
樹
院【
④
】の
住
職

・
足
立
順
道
が
宇
治
か
ら
茶
の
種
を

持
ち
帰
り
、
境
内
に
茶
園
を
造
り
ま

し
た
。
今
も
西
尾
茶
の
原
樹
が
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
稲
荷
山
一
帯

が
広
く
開
墾
さ
れ
て
茶
畑
が
造
ら
れ
、

西
尾
茶
の
地
場
産
業
と
し
て
の
基
礎

が
築
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

紅
樹
院
は
、
西
尾
に
茶
産
業
を
広
め

た「
茶
祖
の
寺
」と
し
て
知
ら
れ
、
毎

年
１２
月
に
は
順
道
の
功
績
を
た
た
え

る
「
奉
告
祭
」
が
催
さ
れ
ま
す
。

　
も
と
も
と
抹
茶
は
、
主
に
茶
道
用

に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
３０

年
代
に
な
っ
て
、
食
品
加
工
用
と
し

て
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産

量
が
倍
増
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

抹
茶
が
西
尾
の
地
場
産
業
と
し
て
重

要
な
地
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
、

『
西
尾
の
抹
茶
』
が
地
域
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
特
許
庁
に
商
標
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

　
稲
荷
山
茶
園
公
園
か
ら
東
北
方
向

へ
直
線
で
１
５
０
ｍ
ほ
ど
行
っ
た
所

に
、
縄
文
時
代
後
期
の
も
の
と
さ
れ

る
八
王
子
貝
塚
が
あ
り
ま
す
【
⑤
】。

当
時
は
海
水
が
こ
の
辺
り
ま
で
入
り

込
ん
で
い
た
よ
う
で
、
一
面
に
ハ
マ

グ
リ
や
ア
サ
リ
な
ど
の
貝
殻
が
散
ら

ば
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
器
や
土

偶
、
骨
角
器
な
ど
も
数
多
く
出
土
し

て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
秋
、
稲
荷
山
の
茶
畑
で
茶

の
花
を
見
つ
け
ま
し
た
。
花
弁
が
純

白
で
、
サ
ザ
ン
カ
と
同
じ
く
ツ
バ
キ

科
だ
そ
う
で
す
。
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
し
た【
⑥
】。

　
い
よ
い
よ
夏
本
番
が
や
っ
て
き
ま

す
。
稲
荷
山
周
辺
も
抹
茶
の
生
産
で

活
況
を
呈
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
公
募
に
よ
り
選

ば
れ
た
市
民
記
者
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
目
線
で
、
市
内
各
地
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

広報サポーター
三浦允

まさ
之
ゆき
さん（細池町）

八
十
八
夜
の
別
れ
霜

　
　
　
　
　
稲
荷
山
周
辺
の
茶
畑

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥
①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥

20広報平成27年６月１日号

P20 広報サポーターレポート.indd   20 2015/05/20   8:30:47



生涯学習として
　　　の居合道

西尾市剣道連盟　
居合道部

　
西
尾
市
剣
道
連
盟
居
合
道
部
で
は
、

１５
～
８０
歳
の
会
員
約
２０
人
が
、
各
自
の

目
標
に
向
け
練
習
し
て
い
ま
す
。
１
年

を
通
じ
、
全
日
本
・
愛
知
県
・
西
三
河

剣
道
連
盟
主
催
の
大
会
や
講
習
会
、
演

武
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
今
、
居
合
と
聞
く
と
、
座
頭
市
の
居

合
抜
き
や
、
巻
き
わ
ら
な
ど
の
試
し
切

り
を
連
想
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
刀
に
命
を
懸
け
た
時
代
に
は
、
映

画
の
よ
う
に
、
刀
を
い
つ
抜
い
て
、
い

つ
収
め
た
か
分
か
ら
な
い
名
人
も
い
た

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
現
代
の
居
合
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
刃
筋
の
正
確

さ
と
切
れ
る
居
合
を
目
指
し
て
、
仮
想

の
敵
に
向
か
っ
て
決
め
ら
れ
た
形
（
技

・
術
）
を
時
に
は
ゆ
っ
く
り
、
時
に
は

速
く
抜
き
、
こ
れ
を
繰
り
返
し
て
錬
磨

し
ま
す
。
ま
た
、
礼
儀
や
刀
法
な

ど
全
て
が
剣
道
と
居
合
道
の
両
立
、

す
な
わ
ち
剣
居
一
体
と
考
え
る
の

が
、
現
代
の
居
合
道
で
す
。

　
日
々
、
次
の
目
標
に
向
け
て
努

力
し
続
け
る
居
合
道
は
、
生
涯
学

習
で
あ
り
、
現
在
居
合
を
学
ぶ
の

は
、
剣
道
経
験
者
の
ほ
か
、
年
配

者
や
女
性
が
増
え
て
い
ま
す
。

問
合
先　
西
尾
市
剣
道
連
盟
居
合

道
部　
榎
本
（
☎
０
９
０
・
２

６
８
５
・
３
１
０
７
／
熊
味
町
）

黒辺 太
たい

陽
よう

くん

（市子町）
平成２４年９月生まれ
元気いっぱいの笑顔で、
これからも周りの人を
明るく照らしてね☆

倉地 里
り

奈
な

ちゃん

（鳥羽町）
平成２４年６月生まれ
保育園でたくさんお友
達を作って、スクスク
元気に育ってね♡

兼子 遥
はる

輝
き

くん

（吉良町）
平成２５年１２月生まれ
家族みんなに愛されて
る遥くん。笑顔いっぱ
い、元気に育ってね！

稲垣 杏
きょう

真
ま

くん

（上町）
平成２５年１２月生まれ
いつも笑顔で食いしん
坊な杏真♪強くて優し
い子に育ってね☆

八木 龍
りゅう

生
せい

くん

（刈宿町）
平成２5年６月生まれ
よく食べて元気に遊ん
で大きくなろうね！！
やさしい人になってね。

都築 紗
すず

菜
な

ちゃん

（徳永町）
平成２５年12月生まれ
家族みんな笑顔のすー
ちゃんが大好き♡元気
で優しい子に育ってね。

深谷 心
こう

海
み

ちゃん

（米津町）
平成25年６月生まれ
こうちゃんの笑顔に家
族みんなが癒やされて
ます。大好きだよ♡

三浦 和
かず

馬
ま

くん

（吉良町）
平成２4年１２月生まれ
歌と踊りが大好きな和
馬♪笑顔で楽しく幸せ
な毎日をありがとう！

このコーナーに登場してくれるサークル・
ボランティア団体を募集しています。詳し
くは、秘書課広報担当（☎６５・２１５９）へ。
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ペ
タ
ン
ク
を
し
て
み
よ
う
！！

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

ス
ポ
ー
ツ
に
し
お

天て
ん

竹じ
く

神
社
所
蔵
の
「
綿わ

た

壺つ
ぼ

」
？

　
ペ
タ
ン
ク
と
は
、
金
属
製
の
ボ
ー

ル
を
投
げ
合
い
、
相
手
よ
り
目
標
球

に
近
づ
け
、
チ
ー
ム
で
得
点
を
競
う

ゲ
ー
ム
で
す
。

　
昨
年
、
西
尾
市
か
ら
３
チ
ー
ム
が

愛
知
県
の
代
表
と
し
て
日
本
選
手
権

に
出
場
し
、
１
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し

ま
し
た
。
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
ト
ッ
プ

の
選
手
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ペ
タ
ン
ク
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
。

︻
ペ
タ
ン
ク
の
良
い
と
こ
ろ
︼

①
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
対
等

に
競
技
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

②
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、
誰
で
も
す

ぐ
に
競
技
を
始
め
ら
れ
る

③
狭
い
場
所
で
も
気
軽
に
プ
レ
イ

で
き
る

④
２
人
集
ま
れ
ば
試

合
を
楽
し
め
る

⑤
体
力
に
自
信
が
な

く
て
も
十
分
に
楽

し
め
る

⑥
奥
深
さ
と
意
外
性

が
あ
り
、
飽
き
る

こ
と
が
な
い

⑦
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま

れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

競
技
で
、
完
成
度

が
高
い

⑧
中
高
年
か
ら
始
め
た
と
し
て
も
、

大
会
で
優
勝
す
る
こ
と
は
決
し

て
夢
で
は
な
い

︻
ペ
タ
ン
ク
教
室
︼

対
象
者　
小
学
４
年
生
以
上

日
時　
６
月
１４
日
、
７
月
１２
日
、
９

月
１３
日
、
１０
月
１１
日
、
１１
月
８
日
、

１
月
１０
日
、
２
月
１４
日
、
３
月
１３

日
の
毎
回
日
曜
日　
全
８
回　
午

後
１
時
～
３
時

場
所　
臨
海
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

（
東
幡
豆
町
）

参
加
費　
１
回
１
０
０
円
（
中
学
生

以
下
は
５０
円
）

そ
の
他　
事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

１
回
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

問スポーツ課振興担当（☎54・０００２／総合体育館内）

Ｖ
ｏ
ｌ・０3

　
平
安
時
代
初
期
の
延
暦
１８
（
７
９
９
）
年
、
小
舟
に
乗
っ
た
20
歳
ほ
ど
の
１
人
の

男
が
三
河
の
国
の
海
岸
に
漂
着
し
た
と
い
う
記
事
が
、
国
の
公
式
記
録
で
あ
る
『
日

本
後
記
』
や
、
菅
原
道
真
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
『
類る

い
聚じ

ゅ
う

国こ
く

史し

』
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
身
長
は
約
１
５
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
言
葉
は
通
じ
ず
、
こ
の
男
を
見
た
唐

（
中
国
）
の
人
は
崑こ

ん
崙ろ

ん
人
（
マ
レ
ー
シ
ア
辺
り
の
人
）
だ
と
言
い
、
後
に
自
ら
日
本

語
を
習
っ
て
天て

ん
竺じ

く
人
（
イ
ン
ド
人
）
で
あ
る
と
言
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
廷

は
、
崑
崙
人
が
持
っ
て
い
た
綿
の
種
を
西
日
本
の
諸
国
に
与
え
て
栽
培
さ
せ
ま
し
た

が
、
こ
の
綿
の
実
は
根
付
か
ず
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
、
日
本
で
木
綿
の
栽
培
が

定
着
し
た
の
は
室
町
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
天
竹
町
の
天
竹
神
社
は
、
綿め

ん
祖そ

神し
ん

で
あ
る
崑
崙
人
を
祭
る
珍
し
い
神
社
で
す
。
平

安
時
代
に
崑
崙
人
が
漂
着
し
た
の
が
こ
の
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
秋
の
祭
礼
で

は
、
綿
打
ち
や
糸
紡つ

む
ぎ
を
再
現
し
た
神
事
が
行
わ
れ
ま
す
（
今
年
は
１０
月
25
日
㈰
午

後
2
時
ご
ろ
か
ら
）。

　
ま
た
、
天
竹
神
社
に
は
、
当
地
に
流
れ
着
い
た
崑
崙
人
が
綿
の
種
を
収
め
て
い
た

と
さ
れ
る
、
「
綿
壺
」
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
壺
は
江
戸
時
代
末
期
に
矢
作

古
川
沿
い
の
田
を
耕
し
て
い
た
村
人
に

よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
神
宝
と

し
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
）。
現

在
の
考
古
学
的
な
研
究
に
よ
る
と
、
こ

の
壺
は
須
恵
器
と
呼
ば
れ
る
焼
き
物
で
、

平
安
時
代
よ
り
古
い
古
墳
時
代
後
期

（
７
世
紀
初
め
ご
ろ
）
の
猿さ

投な
げ
窯よ

う
産
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

天竹神社所蔵の須恵器壺
ほぼ完形に復元された優品で、天竹村周辺
に古墳時代後期に村が所在したことを示し
ています。

問岩瀬文庫（☎５６・２４５９）

岩
瀬
文
庫
学
芸
員
　
三
田
敦
司

　
崑
崙
人
の
漂
着
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

『
西
尾
市
史
研
究 

第
１
号
』（
岩
瀬
文
庫
に

て
５
０
０
円
で
販
売
中
）
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。

2
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西 尾 市 の デ ー タ

　西尾市少年少女発明クラブの公開
教室「リニアモーターを作ろう」が
４月１２日、中央ふれあいセンターで
行われました。リニアモーターの仕
組みを学んだ後、磁石やアルミテー
プなどを使用し、親子で協力して製
作しました。リニアモーターが完成
すると、目を輝かせながら、何度も
何度も走らせていました。

　消防団の安全運転講習会の取材に
行きました。私自身も消防団員の時
には、昼夜を問わず火災などの出動
時に、消防車や自家用車で現場に駆
け付けていました。「急ぐ時こそ沈
着冷静に」と交通安全には細心の注
意を払って活動していたことを思い
出しました。ところで、今年も市内
では交通死亡事故が多発しています。
事故に遭わない。また、起こさない
ためにも、時間にゆとりを持ち、思
いやりの意識で安全運転に努めたい
ものです。（A）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙
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■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色伊那跨61
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

バーコード対応の携帯
電話などで読み取ると
「モバイル＠西尾市役
所」が閲覧できます。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況

火災 救助 救 急

４月 ３件 ３件 516件

１月から
の累計 17件 10件 2,207件

５月１日現在 前 月 比
男性 85,867人 ＋111人
女性 84,378人 ＋24人
計 170,245人 ＋135人
世帯数 60,366世帯 ＋258世帯

人身事故
件 数

死 傷 者

負傷者 死亡者

４月 58件 74人 0人

１月から
の累計 241件 284人 3人

●
一
色
西
部
小
学
校

●
西
野
町
小
学
校

●
西
尾
小
学
校

　
西
尾
小
学
校
の
３
年
生
の
児
童
１
３

８
人
が
４
月
17
日
、
き
ゅ
う
り
生
産
者

と
の
ふ
れ
あ
い
学
校
給
食
を
楽
し
み
ま

し
た
。
児
童
一
人
一
人
に
き
ゅ
う
り
が

配
膳
さ
れ
、
お
い
し
そ
う
に
丸
か
じ
り

し
て
い
ま
し
た
。

　
西
野
町
小
学
校
の
３
年
生
の
児
童
４５

人
が
５
月
１
日
、
稲
荷
山
茶
園
公
園
で

手
も
み
茶
づ
く
り
と
抹
茶
た
て
を
体
験

し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
手
も
み
茶

は
、
市
長
と
市
内
の
老
人
ホ
ー
ム
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
色
西
部
小
学
校
の
５
年
生
の
児
童

５８
人
が
５
月
11
日
、
田
植
え
体
験
を
し

ま
し
た
。
中
に
は
転
ん
で
泥
ま
み
れ
に

な
る
子
も
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
農
家

の
指
導
を
真
剣
に
聞
き
な
が
ら
、
田
植

え
を
楽
し
み
ま
し
た
。
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